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科 目 名 単位数 年 次 学 期 科目特性 対象学科 使用教科書 

科学と人間生活 ２ １ 前・後 選択必履修 農 業 科 
東京書籍 

改訂 科学と人間生活 

 

１ 学修の到達目標 

○ 学習活動全体を通して、生徒の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育成してキ

ャリア発達を促す。 

○ 自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、身近な物事・現象

に関する観察、実験などを通して理解させ、科学的な見方や考え方を養うとともに、科学に対する興味・関

心を高める。 

○ 科学技術の進歩・発展を、情報・通信技術を例に科学の発達史として整理する。科学技術と人間生活との

かかわりについて探究する態度を養う。 

○ 自然への疑問や興味に基づく観察によって作られた新しい発想が科学を発展させ、自然観を大きく転換

させたことを理解させる。 

○ 過去の実験の再現や原理・法則の発見過程の追体験を通して、科学への興味・関心を高め、科学的な見

方や考え方を育成する。 

○ 環境問題の現状を理解し、自然を大事にする心を育て、リサイクルの意義を理解する。 

 

２ 学修（学習）の指導方法 

○ 何をどのように学び何ができるようになるか、学修目標を常に意識させる。 

○ 生徒がアクティブラーナーとなって主体的・対話的で深い学びにつながる授業を展開する。 

○ 課題発見・解決に向ける思考を促し、能動的・主体的・協働的に学ばせる。 

○ 「プロセス」「インタラクション（相互作用）」「リフレクション（振り返り）」を学びの中に適切に位置づける。 

○ 前期初めに「科学の目」「科学的思考力」の意義を理解させ、予習復習などの勉強の仕方、ノートのとり

方、プリント活用の仕方、評価の方法などを共通理解させる。 

○ 観察・実験・実習を中心として、事象を直接体験しながら科学的理論を学習する。 

○ 演習型・実験型の授業に講義型をブレンドして、生徒個々の進度に配慮しながら進める。 

○ 授業は進度表にしたがって進めるが、パソコン資料や DVD、実物標本、簡易観察提示装置など視覚に訴

える教材を適切に活用した授業を適宜挿入する。 

○ 探究活動では探求内容を生徒が自ら探し、主体的に進めるようアドバイスする。 

 

３ 成績評価 

○ 定期考査ではなくミニテストの形で適宜実施する。 

○ 授業・提出物 出席状況を評価に加え、作業プリントやグラフなどの提出物を重視する。長期休業中の自宅

学習用課題については授業進度を考慮して必要に応じて課す。 

○ 課題物や授業資料などを確実に整理できているかポートフォリオ形式にして評価する。 

○ 講義型授業やALを意識しない演習型授業では、学修ポートフォリオを基に毎月の自己評価・他者評価・

相互評価を絡めて評価する。 

○ 協調学習や調べ学習などではパフォーマンス評価を行い、到達レベルの解釈はルーブリックを用いる。 
 

１ 提出物 50％ プリント、課題、レポートをファイルで綴る。ポートフォリオ形式。 

２ 授業態度 45％ 出席率、パフォーマンス、実験への取り組み、授業への参加等。 

３ 考査 5％ 定期考査ではなくミニテストの形で適宜実施する。 



４ 評価の観点（科学と人間生活） 

「学びに向かう力・人間性」は以下の「観点別評価」および「個人内評価」に基づいて評価する。 

評価の観点及び内容 評 価 方 法 

知識・技能 

・過去および現在における科学上の基

本的概念や原理に関する知識を得、

その意義を理解できたか。 

・科学と人間生活の関わり、および自然

探求の過程に関する基本的な理解を

しているか。 

・科学と人間生活の関わりや過去の自

然探求の過程などに関する資料を調

査し、その内容やそこから適切に導

かれた結論を的確に表現できたか。 

・自然観察・実験の技能を身につけ、そ

の過程と結果を的確に表現できたか 

・授業で作成したグラフ、図、スケッチ等 

・ルーブリック（観察法、作品法、面接法） 

・実験の手順や方法と結果の整理 

・実験・実習課題の成果 

・実験、課題レポートの考察 

・テスト法、練習問題（必要に応じて） 

・学修ポートフォリオ 

思考・判断・表現 

・自然探求の過程において何が問題と

され、どのような根拠に基づいて推

論・結論が出されたかを考察し、その

特徴や問題点を指摘できたか。 

・観察・実験・調査の結果に基づき、実

証的・論理的な判断ができたか。 

・パフォーマンス課題 

・ルーブリック（観察法、面接法、レポート） 

・実験レポートの内容 

・学習プリントや課題プリントの記入状況 

主体的に協働して 

学ぶ態度 

・科学と人間生活の関わり、自然探求の

過程・方法、自然を探究した人々に関

心を持ち、意欲的に探求しようとする

態度が見られたか。 

・学習活動への参加の仕方や態度 

・観察、実験への取り組み方、姿勢 

・リフレクションシート（省察、振り返り） 

・パフォーマンス課題 

・ルーブリック（観察法、面接法、作品法） 

・プリントの内容及び課題提出状況 

 

５ その他（履修上の注意） 

○ 復習は短時間でもよいので確実に行う。 

○ 観察・実験の際には注意事項をよく守り、事故等が起きないように気をつける。 

 ○ 課題提出状況が悪い生徒は厳重に注意する。成績に反映することを意識させる。 

 ○ 出席状況、授業態度の悪い生徒は学級担任と随時連絡を取り合って対応する。 

○ 時間割により連続授業が組めない場合は座学中心となる。 

 

６ 学修（学習）計画 

学習指導の流れ 
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４ 序編 科学技術の発展 

プロローグ 

私と社会と未来の科学(2h) 

・私と科学 

・社会と科学 

・未来と科学 

・いつでもどこでも情報を 

・情報がくらしを変える 

・ロボットとともに 

・交通の発達 

未来に向けて  

自然に学ぶものづくり 

１編 生命の科学 

1章 生物と光 

1  植物の生育と光 

A 葉緑体のはたらきと光合成 

・光合成はどこで行われているか 

 

・光合成に使われる光の色 

 

B 光の強さと光合成速度の関係 

・光合成と呼吸 

・光補償点と光飽和点 

 

C 光を受け止める葉 

・物質生産 

・生産構造図 

＜観察実験 生産構造図の作製＞ 

 

2  光シグナルと生物 

A 光シグナルと植物 

・光屈性 

・光周性 

 

B 光シグナルと動物 

・光走性 

＜観察実験 アルテミアを用いた光

走性の観察＞ 

 

科学とはどういう学問でしょうか。 

なぜ科学を勉強するのでしょうか。 

科学の歴史、科学と技術、社会と科学 

問題を解決する科学 

情報通信技術 

情報通信技術とくらし 

ロボット 

交通 

私たちの課題 

新技術 

 

 

 

・光合成に必要なエネルギーとしての光の働きに興味・

関心を持つ。 

・植物細胞の葉緑体で光を吸収し、光合成を行うことを

理解する。 

・光の波長と光合成速度との関係について理解し、光合

成色素のはたらきを考える。 

 

・細胞では呼吸が行われていることを理解する。 

・光の強さと光合成速度と呼吸の関係を考える。 

 

・物質生産について理解する。 

・植物の形態や生活形と物質生産との関連を考える。 

・生産構造図を作成する。 

 

・光の刺激に対する生物の反応に興味・関心を持つ。 

・植物が成長運動で光の方向へ屈曲することを理解す

る。 

・植物が昼夜の長さの変化に応じて花芽を形成すること

を理解する。 

 

・光刺激に対する走性について理解する。 

・アルテミアの光走性を観察する。 
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５ ・体内時計 

 

・生物発光 

＜観察実験 乾燥ウミホタルを用い

た生物発光の観察＞ 

3 ヒトの視覚と光 

A 眼が光を受け止めるしくみ 

・ヒトの眼 

＜観察実験 盲斑の検出＞ 

・眼球の構造 

＜観察実験 ブタの眼の解剖＞ 

・網膜の構造 

・錐体細胞とかん体細胞 

B 遠くが見える、近くが見える 

・遠近調節 

＜観察実験 近点の検出＞ 

C 明るくても見える、暗くても見え

る 

・瞳孔の光反射 

・明暗順応 

＜観察実験 瞳孔の光反射の実験 

＞ 

D 脳で解析されて初めて見える 

・視覚と錯視 

＜観察実験 いろいろな錯視図＞ 

2章 微生物とその利用 

1 さまざまな微生物 

A さまざまな微生物 

・身近に存在する微生物 

＜観察実験 微生物を観察してみ

よう＞ 

・さまざまな微生物 

B 病原性微生物の発見 

・微生物の発見 

・パスツールの実験 

・ウイルスの発見 

・体内時計について理解し、日光が体内時計の調整に

役立っていることを考える。 

・生物発光と動物の行動のかかわりについて考える。 

・生物発光を観察する。 

・ヒトの視覚と光とのかかわりについて興味・関心を持

つ。 

・ヒトの眼の構造を理解する。 

・盲斑を検出する。 

・ヒトの眼の内部構造を理解する。 

・ブタの眼を解剖し、眼球の構造を観察する。 

・網膜の構造を理解する。 

・２種類の視細胞のはたらきを考える。 

 

・遠近調節のしくみを考える。 

・近点を検出する。 

・光の刺激に対する反射を理解する。 

・光の強弱の変化に応じて見えるようになることを考え

る。 

・光の刺激に対する反射を体験する。 

・光の刺激によって脳で視覚の感覚が生じることを理解

する。 

・錯視を体験する。 

 

 

 

・さまざまな微生物の存在に興味・関心を持つ。 

・身近に微生物が存在することを知る。 

・食品中、空気中、土中、水中の微生物を観察する。 

・細菌、古細菌、原生生物、菌類、ウイルスに属する微生

物を区別できる。 

・顕微鏡による微生物の発見の歴史を理解する。 

・自然発生説を否定する方法を考える。 

・病原体としてのウイルスの発見の歴史的事項を考え

る。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 



 

６ C 生態系のなかでの微生物の役   

割 

・分解者としての微生物の役割 

・水の浄化 

＜観察実験 土壌微生物・水中微生

物のはたらきを知ろう＞ 

2 微生物と人間生活のかかわり 

A 発酵と人間生活 

・発酵 

 

・アルコール発酵 

 

＜観察実験 酵母菌のはたらきを調

べよう＞ 

・乳酸発酵 

 

＜観察実験 ヨーグルトをつくろう

＞ 

・発酵食品 

 

B 微生物と健康 

・常在菌 

 

C 微生物と医療 

・命を支える微生物 

 

・微生物由来の医薬品 

 

・微生物でつくる医薬品 

・生態系における分解者としての微生物の役割を理解す

る。 

・微生物が分解者として水の浄化にはたらくことを考え

る。 

・土壌や水中の微生物により有機物が分解されることを

知る。 

・微生物と人間生活のかかわりについて興味・関心を持

つ。 

・発酵や腐敗が微生物のはたらきによって起こることを

理解する。 

・アルコール発酵によって酒類やパンができることを考え

る。 

・酵母菌のはたらきによって、糖がエタノールと二酸化炭

素に分解されることを調べる。 

・乳酸発酵によって乳酸発酵食品がつくられることを考

える。 

・乳酸菌のはたらきによって、牛乳からヨーグルトができ

ることを調べる。 

・微生物のはたらきによって、さまざまな発酵食品がつく

られることを判断する。 

 

・体に常在している微生物のはたらきを理解する。 

 

・微生物によって抗生物質がつくられることの発見の歴

史的事項を考える。 

・抗生物質以外にも微生物による有用な医薬品がつくら

れていることを考える。 

・バイオテクノロジーによってさまざまな応用が期待され

ていることを考える。 
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７ ２編 物質の科学 

２章 衣料と食品 

1 衣料 

A 繊維の種類や性質 

・繊維の種類・繊維を見分ける 

 

B 繊維の製法や利用 

・植物からつくられる天然繊維 

 

・動物からつくられる天然繊維 

 

・石油からつくられる合成繊維 

 

・再生繊維・半合成繊維 

２ 食品 

A ご飯やパンの主成分 

・デンプンの分子 

・デンプンの検出 

 

・アミロースとアミロペクチン 

・デンプンの消化 

・糖のなかま 

B 肉や豆腐の主成分 

＜観察実験 豆腐をつくってみよう＞ 

・タンパク質の特徴、構造、検出 

＜観察実験 卵白を使ってタンパク

質の性質を調べよう＞ 

C 油やバターの主成分 

・油脂の構造と性質 

 

・油脂の分解 

＜観察実験 バターやマヨネーズを

つくってみよう＞ 

D 食の安全 

 

・食品添加物 

 

５編 課題研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・繊維の分類と利用 

・繊維の燃焼試験・染色試験を行い、繊維の特徴を知る 

 

・綿や麻などの植物繊維がセルロースからできているこ

と 

・羊毛や絹などの動物繊維がタンパク質からできている

こと 

・合成繊維は石油を原料とすること 

・合成繊維の性質と用途について 

・再生繊維と半合成繊維の特徴 

・炭水化物（糖類）を構成する元素と組成 

・デンプンの分子は、多数のグルコースが縮合重合した

高分子化合物であること 

・デンプンはヨウ素デンプン反応で検出されるこ と 

・アミロースとアミロペクチンがあること 

・マルトースやブドウ糖に分解されること 

・糖の仲間は単糖類･二糖類･多糖類に分類される 

・タンパク質は多数のアミノ酸分子が結合してできてい

る 

・必須アミノ酸 

・タンパク質は、Ｃ、Ｈ、Ｏ、Ｓ、Ｐなどを含む 

・タンパク質を酵素で分解すると、多数のアミノ酸を生じ

る 

・常温で固体の脂肪と液体の脂肪油を油脂という 

・グリセリンに３分子の脂肪酸が結合している 

・油脂には乾性油･不乾性油がある 

・油脂はグリセリンと脂肪酸のエステル 

・油脂をケン化するとグリセリンとセッケンを生じる 

・食品は微生物によって腐敗したり、空気や光で劣化す

る 

・腐敗や劣化を防ぐ方法 

・食品添加物(保存料･調味料･着色料) 

・自然や科学技術と人間生活とのかかわりについての課

題を設定し、自ら調べ、自然や科学技術に対する興

味・関心をもっている。 

・設定した課題を科学的に探究し、報告書にまとめたり

発表を行ったりできる。 

・自然や科学技術と人間生活とのかかわりについて適切

な課題を設定し科学的に考察できる。 

・科学の有用性を認識し、将来にわたって興味・関心を

もち続けることができる。 
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９ ３編 光や熱の科学 

1章 光の性質とその利用 

1 目に見える光の世界 

A 光のスペクトル 

・太陽光のスペクトル・光の波長とス

ペクトルの関係・単色光  

B いろいろなスペクトル 

・いろいろな光源のスペクトルを観察

する 

C 物の色と光の３原色 

・物の色・透過によって生じる色・反

射によって生じる色・テレビの色・

光の３原色・人の視覚と光の３原色 

2 光の進み方とその基本的性質 

A 光の屈折・反射 

・境界面(水面)における光の進み方

(反射・屈折) 

・物質の屈折率と光の速さとの関   

 係・透明なものが見える理由 

・全反射・光の分散～虹のでき方 

B 光の回折・干渉 

・波の回折と光の回析・波の干渉と光

の干渉 

C 光の偏光 

・偏光・反射による偏光・光弾性への

応用 

3 見えない光とその応用 

A 見えない光の種類とその性質 

・光のスペクトルとその周辺 

・電磁波の波長と種類(p.110～111

参照) 

B 赤外線と紫外線 

・赤外線・紫外線とその利用 

＜観察実験 赤外線と紫外線＞ 

C 電波とＸ線・ガンマ線 

・電波とその利用 

・Ｘ線とガンマ線 

 

 

３編 光や熱の科学 

2章 熱の性質とその利用 

1 熱とは何か 

A 原子・分子の熱運動 

・ブラウン運動 

・拡散 

・温度と熱運動 

 

・ニュートンによる太陽光のスペクトル観察を通して、光

の波長とスペクトルとの関係について理解する。 

・いろいろな光源のスペクトルを分光器で観察し、光と

色の関係についての興味・関心を高める。 

・物の色がどのようにして生じているかについて、光の３

原色や人の視覚と関連づけて理解する。このことがカ

ラーテレビやカラー印刷、点描絵画などに応用されて

いることを理解する。 

・プールや風呂の底が浅く見えることなどの現象に興味・

関心を高め、その原理について理解を深める。 

・透明なガラスが目に見えることや、油の中でガラスが見

えなくなるなどの現象に興味・関心を高め、その原理

について理解を深める。 

・魚眼レンズによる画像などの現象に興味・関心を高め

る。 

 

・虹のでき方を説明できるとともに、光が関係した自然

の現象について興味・関心を高める。 

・光が回折と干渉という波特有の性質を持つことを理解

する。 

・光の偏光について知り、その技術が偏光フィルターや

偏光サングラスによる反射光の軽減や、光弾性、液晶

モニタなどに応用されていることに興味・関心を高め

る。 

・電磁波という広い概念で、可視光線や、赤外線、紫外

線、電波、Ｘ線などの関係を理解する。 

・赤外線の性質とその利用（リモコン、放射による暖房・

加熱、サーモグラフィー、データ通信など）について興

味・関心を高め、理解を深める。 

・紫外線の性質とその利用（蛍光インクや殺菌など）及び

生物への影響などについて興味・関心を高め、理解を

深める。 

・放射線の一種としてのＸ線とガンマ線の生物への影響

について理解する。 

 

 

 

 

 

・ブラウン運動や拡散現象に関して、原子や分子の熱運

動と温度との関係を定性的に理解する。 
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１０ B 温度 

・温度計・セルシウス温度(セ氏温

度)・絶対温度 

C 熱の伝わり方 

・伝動・対流・放射 

 

 

 

・原子や分子の熱運動というミクロな立場から、物質の

三態変化や熱膨張、及び絶対温度について理解する。 

・熱の伝わり方として、伝導、対流、放射について理解す

る。また、金属を触ると冷たく感じる理由や、魔法瓶や衣

服などの断熱のしくみなど、熱に関する身近な現象につ

いて興味関心を高め、理解を深める。 

○ 
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後 

期 

10 D 熱容量と比熱 

・熱平衡と熱量・熱容量と比熱 

・水の比熱と人間生活 

E 熱量の保存 

・熱量の保存 

2 熱と人間生活 

A 熱エネルギー力学的エネルギー 

B ほかのエネルギーから熱エネルギ

ーへ 

・電子レンジのしくみ 

・化学エネルギー熱エネルギー 

＜観察実験 発熱反応と吸熱反応＞ 

C 熱エネルギーからほかのエネル

ギーへの変換 

・熱機関の効率・可逆変化と不可逆

変化・不可逆変化とエネルギーの

有効利用 

D 冷たいものから熱いものへ熱を

移動させるには？ 

・ヒートポンプとは 

・ヒートポンプの原理 

E エネルギーの有効利用 

・太陽エネルギーの利用 

４編 宇宙や地球の科学 

1 章 身近な天体と太陽系における

地球 

1 天体が刻む「時」 

A 人と宇宙をつなぐ暦 

・人類の英知が暦を生んだ 

・太陽がつくる 1日 

・恒星の日周運動周期 

＜観察実験 星の軌跡から時間を

知る＞ 

・太陽と 1年 

 

・1年を通じた太陽の動き 

 

 

 

 

 

 

・月がつくるひと月 

 

 

 

・熱量、熱容量、比熱、及び熱量の保存について理解し、

熱を定量的に扱えるようになる。また、これに関連し

て、水の比熱が大きいことと人間生活との関連や、料

理と熱容量との関係などについて興味関心を高め、

理解を深める。 

・仕事から熱の変換について学び、熱現象とエネルギー

の関係について理解する。 

・電気エネルギーや化学エネルギーから熱エネルギーへ

の変換について理解する。また、これに関連した電子

レンジの原理やカイロなどについて興味・関心を高め

る。 

 

・熱機関とその熱効率、及び熱現象の不可逆性について

理解する。また、これに関連して、回生ブレーキやハイ

ブリットカーなどの新しい省エネルギー技術について

興味・関心を高める。 

・冷蔵庫やエアコンなどのヒートポンプの原理について

興味・関心を高め、理解を深める。 

 

・太陽エネルギーの特徴とその利用について理解し、限

りあるエネルギーを有効利用するための科学技術の

在り方について、自分たちで調べたり話し合ったりす

る態度を身につける。 

 

 

 

・時間単位を挙げさせ、それが何を基準に決められたも

のか考えさせる。 

・太陽の日周運動について確認させる。 

・恒星の日周運動が 1 時間あたり何度になるか求めさ

せ、教科書から撮影時間を推察させる。 

・1 年の把握の重要性を農業との関連について理解させ

る。 

・太陽の日周運動から、太陽が 1 日で星座の中を約 1°

移動することを理解させる。 

・恒星は天球を回転させることで日周運動を再現でき、

天の北極にある天体は回転の中心となり、地平高度

は緯度に一致する。 

・1 年を通じた太陽高度、日照時間の変化を天球から理

解させる。 

・太陽と地球と月の位置関係を問いかけ、満ち欠けの原

理について再確認をする。 

・月の満ち欠けを用いて時間単位の「月」の何が便利な

のか考えさせる。 

・「年」と「月」をうまく調和するにはどうすればいいか、理

解させる。 
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１１ 2 太陽系の構造 

A 光る星、太陽 

・太陽のエネルギー源 

 

 

 

 

＜観察実験 太陽の大きさを測る＞ 

・太陽の大きさ 

・太陽の表面 

B 太陽をめぐる星々 

・地球から見た惑星の動き 

 

 

 

 

 

・太陽をめぐる天体 

 

C 惑星を比較する 

・惑星としての地球 

・太陽系の惑星 

＜観察実験 月の観察＞ 

 

・岩石と鉄でできた惑星 

 

 

 

・おもにガスでできた惑星 

3 太陽が動かす大気と水 

A 太陽放射のエネルギー 

・太陽定数 

＜観察実験 手鏡での集光実験＞ 

B 地球を暖める大気 

・地球に入る熱、出ていく熱 

・温室効果 

 

 

 

 

C 風が吹けば気候をつくる 

 

 

 

・太陽系の質量のほとんどは太陽に集中し、太陽のほと

んどは水素で構成されていることを理解させる。 

・水素が高温状態に置かれると、核融合反応を起こし、

エネルギーを放出することを理解させる。 

・ピンホール法を用いて太陽の大きさを求める。 

・1天文単位について理解させる。 

・太陽の表面について、画像や映像などを用いて理解さ

せる。 

・太陽の年周運動と黄道の関係を確認する。 

・惑星の視運動を示し、その原因を考えさせる。 

・天動説（周転円説）と、地動説の双方で惑星の視運動

が説明できることを理解させる。 

・天動説から地動説へ至る歴史的経緯を紹介する。 

・太陽系を構成する天体について、分類、太陽に対する

位置や軌道の規模について理解させる 

・地球という星の概要を理解させる。 

 

 

・望遠鏡で月の観察・撮影を行い、地球との違いを考え

させる。 

・地球型惑星と木星型惑星の大きな分類を行い、それぞ

れの特徴を理解させる。 

・地球型惑星の各惑星と地球との類似点、相違点を考え

させる。 

・温室効果の仕組みを紹介する。 

・太陽からの放射エネルギーは物体に吸収されると熱に

なることを体験的に理解させる。 

・太陽定数を理解させる。 

・太陽放射の熱収支を理解させる。 

・太陽放射の反射率、アルベドを理解させ、寒冷化した

場合の変化について考えさせる。 

・温室効果ガスと温室効果の仕組みを理解させる。 

・二酸化炭素濃度の変化について、自然状態でも大きく

変動すること確認させ、特に最近 100 年間の変化は

その変動を上回るものであることを着目させる。 

・地球温暖化と二酸化炭素濃度の変化を関連させ、エネ

ルギー問題について考えさせる。 

・大気の温度構造により、対流が生じやすいことを理解

させる。 

・大気大循環を理解させる。 
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１２ ・太陽がつくる風 

・風が生む海流 

・大気の大循環と海流がつくる気     

候 

 

 

４編 宇宙や地球の科学 

2章 身近な自然景観と自然災害 

 

1 身のまわりの景観の成り立ち 

 

 

 

A 地球がつくる自然景観 

・ 「山」というだけで特徴的な地  

形 

・山脈ができるしくみ～プレートテク

トニクス 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プレートの押し合う力で岩盤は変形

する 

 

 

 

 

 

 

・山脈と盆地が織り成す日本列島 

 

 

 

 

 

 

 

・マグマが噴き出して火山ができ    

る 

・循環と地上風の関係を理解させる。 

・海洋は対流が生じにくく、海流は風によって生じること

を理解させる。 

・大気と海水の移動によって低緯度の熱を高緯度に運

び、その結果として気候が形成されることを理解させ

る。 

 

・身のまわりの自然景観にはどんなものがあるか、どん

な成り立ちがあるのかを理解させる。画像・映像が見

せられるならば利用したい。地形名の暗記に陥るので

はなく、どんなしくみでその地形が成立したのか、さら

にその原動力についてなど、形成メカニズムに関心が

向くように展開したい。 

・山地は地球上でもわずかな面積にすぎない。その大半

が連なって山脈になっている。 

・長大な山脈とプレート境界は対応する。アルプス～ヒマ

ラヤ、ロッキー～アンデスなど。また大西洋中央海嶺

や太平洋西縁の海溝など海底地形もプレート境界と

対応する。 

・プレート境界は押し引きの向きによって 3～4 タイプあ

る。プレート運動によりその境界に特徴的な地形がで

きる。 

・巨大な山脈はプレート同士が衝突する境界でできてお

り、岩盤がしゅう曲という変形をしてできたものであ

る。 

・断層も岩盤が力を受けた結果生じ、断層運動の繰り返

しが山脈をつくる。しゅう曲と断層の違いは主にスケ

ールの差（断層の集積が大規模しゅう曲）である（図 2

と図 7を比較）。 

・断層運動の際に地震が発生する（地震現象は次節で

後述）。図 5より、地震を伴う変動はプレート境界に集

中する。 

・模擬的な地層を圧縮すると逆断層が生じる。 

・日本列島は4枚のプレートが押し合い、2枚のプレート

が列島の下沈み込む。押し合う力が地震を頻発させ

る。 

・活断層とは岩盤中の弱部で、再びここで割れやすい。

よって地震の可能性が高い（例:1995 兵庫県南部地

震…p.165）。 

・山地と低地の境界が直線的であるところはたいてい活

断層があり、これらは断層運動によって生じた地形で

ある。 

・マグマとは何か、なぜマグマは上昇するのか理解させ

る。 
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１ ・マグマが決める火山のさまざまな

姿 

 

 

 

 

 

 

・山脈や火山は地球内部の熱がつ

くる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 太陽がつくる自然景観 

 

・太陽が水と風を使って地表を刻  

む 

 

・水の作用が岩石をもろくする 

 

・水の流れがさまざまな地形をつく

る 

＜観察実験 流水がつくる地形の

観察＞ 

 

 

・海の波や流れも地形をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

・生物も景観を彩り、地形もつくる 

 

 

・火山の日常的な活動と、噴火活動を区別する。火山は

静穏期でも活動しているが、地下のマグマ溜まりが特

異な条件になると噴火する。 

・火山灰放出、火砕流、溶岩流出など噴火のいくつかの

形態について、噴火の順序や各々の様子について理

解させる。 

・噴火の様子や火山の形態はマグマの粘性や溶存ガス

量に大きく依存している（図 16）。 

・その他、陥没カルデラや水蒸気爆発地形（爆裂火口・

山体崩壊地形）についても成因を理解させる。 

・山脈や火山をもたらす原動力は地球内部の熱である。

熱が地表に流出する過程でプレートは動きマグマが

つくられる。 

・地球の内部構造および内部が高温であることも教えた

い。熱い内部から熱が外部に流出する（=冷める）の

は熱の自然な流れである。この仕組みにより内部の岩

石がゆっくりと対流運動している。プレートもこれによ

り動く。 

・地球内部の膨大な熱は、山脈や火山のように地表に凹

凸を増やす方向に地形を形成している。 

・流水は地表を削り、新たな景観・地形をつくる。流水の

エネルギーは太陽がもたらす（蒸発した水を上流に降

らせる）。 

・岩石は温度変化や風雨、水の浸透などで徐々にもろく

なりやがて崩れる。これを風化という。 

・河川の 3 作用（小中学で既習）を復習する。峡谷や扇

状地、三角州などについても復習する。 

・校庭や花壇などに小流路があれば地形形成が観察で

きる。 

・流水の作用は大局的には地形を平坦にするようはたら

く。 

・海岸にもさまざまな地形がある。侵食による崖、運搬堆

積による砂浜や砂丘など。 

・地殻変動と組み合わせると、隆起海岸（海岸段丘）や沈

水海岸（リアス式海岸、フィヨルド）などができる。 

・高低差があるから流水による作用も発達する。地球内

部熱による「凹凸をもたらす」作用のところに、「凹凸

をなくし平坦にする」太陽エネルギーの作用もはたら

いてくる。 

・生物がつくる景観や地形もある。特にサンゴ礁（環礁）

は地形としても重要である。これも太陽エネルギーが

もたらした地形といえる。 
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２ 2 自然災害と人間 

 

 

A 地震・津波による災害 

・東北地方太平洋沖地震（東日本

大震災） 

・M9.0の途方もないエネルギー 

・大被害をもたらした津波の猛威 

 

 

 

 

・内陸の地震も被害は大きい 

・場所や状況によって異なる地震の

被害 

 

 

 

 

・本震の前に警報せよ～緊急地震

速報～ 

 

 

＜観察実験 緊急地震速報ドキュメ

ント＞ 

 

・地震や津波の被害を減らす対策 

 

 

B 火山噴火による災害 

・噴火のしかたによって異なるさま

ざまな災害 

・火山噴火による地震を減らす対策 

 

 

 

 

 

C 気象による災害 

・台風による被害 

 

・そのほかの気象災害 

 

 

 

 

 

・自然災害とはどういう現象か、私たちの生活にどんな

影響を及ぼすのか、対策にはどんなものがあるか、理

解させる。 

・自然災害の学習として、東日本大震災をまず取り上げ

る。 

・日本では東海･東南海･南海地震の連動が心配されて

いることを理解させる。 

・地震で海底が持ち上がるとその上の海水も持ち上が

り、津波が起こる。 

・津波は遠方まで伝わる。防災の面では、世界各国が津

波情報を共有するネットワークが大事である。 

・内陸でおきる地震＝活断層地震。プレート境界型地震

に比べると規模は小さいが、大都市のごく浅いところ

で発生すると大きな被害をもたらすこともある。 

・地震の揺れ＝震度は地盤の強度に左右される。もとも

と低湿地だったところは地盤が軟弱で揺れが増幅さ

れ液状化を起こすこともある。 

・本震＝主要動は主に S波が起こす。震源のすぐそばで

地震を感知し、各地に S 波が到達する前に報道等で

地震情報を知らせるシステムを緊急地震速報という。 

・各地で速報発令から S 波到達までにどれだけ猶予が

あるか、その間にできることを想定してみる。 

・地震被害を軽減するため、耐震構造の建築物や津波

防止の防潮堤など、社会インフラ整備が進められてい

る。 

・溶岩流や火砕流は狭い範囲に大被害をもたらすが、火

山灰や火山ガスの影響は広範囲に及ぶ。大規模な場

合、異常気象にもなる。 

・火山噴火の資料を集め、噴火の形態と被害を調べる。 

・噴火は直前予知が可能。火山性地震や傾斜測定（山

体膨張）などからマグマの挙動をつかめる。 

・火砕流や溶岩流は谷に沿って下るので流路の予測が

可能。ハザードマップを作成して日頃から注意喚起す

る。 

・気象災害にはさまざまな種類がある。特に被害の大き

な現象が台風だが、それ以外にも注目したい。 

・集中豪雨、都市型洪水、雷、突風など、スケールが小規

模で予測がしにくい現象もある。対応もそれぞれ違う

ので、現象と対応をよく理解しておく必要がある。 

・最近発生した、または居住地付近でかつて発生した気

象災害について、自然現象と社会被害の双方を調べ

てみる。 
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３ ・気象災害への対策と天気予報 

・災害から命や社会を守るために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・都市で頻発する災害、地方とくに山間部で起きる災害

には違いがある。災害は人間社会の側の問題でもあ

る。 

・災害対策はいろいろとやっている。社会インフラだけで

なく、天気予報もその一つ。おかげで過去よりも気象

災害で受ける被害は相当軽減されている。 

・地震や火山噴火の対策も少しずつ進んでいる。予知と

減災。地震予知は天気予報ほど信頼性はないが、メ

カニズムの解明が進むとより向上するだろう。 

・予知が進んでも災害はいつかはやってくる。適切に対

応できるよう、一人一人の日頃からの備えや想定が

重要。また災害時には、冷静で適切に行動することが

大切である。 
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